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講　演

現代リスク理論の広がり～破産理論を中心に～

早稲田大学理工学術院　教授　清水　泰隆

　ご紹介にあずかりました早稲田大学の清水と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。基調講演

ということで、私が基調講演をしていいのかという、

ちょっと僭越な思いもあるのですけれども、なんと

かやらせていただきます。
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　私は元々は数理統計の研究をしているのですが、

ここ 10 年ぐらいですか、保険数理にも興味を持っ

て、学術的なところで研究をしています。それで、

話は現代リスク理論ということなのですけれども、

保険数理というと、普通は年金とか生保、損保など

という分野に分かれていますが、その中にも、もう

一つの分野と言ってもいいと思うのですけれども、

リスク理論という分野があります。リスク理論は、

例えばアクチュアリー会の教科書など、損保数理の

教科書などに入っていたりするので、一般的には損

保数理の分野かなというように認識されていたりも

すると思いますが、損保に限らず、一般的にリスク

をどう評価するかというような、非常に数理的な部

分の話が展開されています。アクチュアリー会員の

方々は数学がとても好きな方ばかりだと思いますの

で、今日は生保、年金、損保の話が後でありますか

ら、バランスを取って、このような分野の話がある

のもいいかなと思って話をさせていただきます。
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Modern Actuaries

今日のトピック

リスク理論とは？　～目的と位置付け～

保険数理の基本問題

破産理論について（1期間から多期間へ）

応用と発展（ソルベンシー・リスク評価）

学術論文投稿への道（2026年への指針）
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　今日の話ですけれども、最初にリスク理論とは何

かということで、目的とか、学術界でどのような位

置づけなのかという話をしたいと思います。リスク

理論というのは、皆さん、アクチュアリー試験の時

に少し勉強をされたという程度で、あまり実務では

お目にかからないという話も聞くのですけれども、

実は、アカデミックには現在でも結構盛んに研究さ

れていて、国際学会の半分とはいかないですけれど

も、大半がリスク理論にかかわるような発表をされ

ているということを、後で少しお話をします。それ

から、保険数理の基本的な問題は何かということ

で、簡単な数理的定式化を通して破産理論というも

のについて少し述べます。今日の目的としては、あ


